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ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
Ｂ
Ｃ
四
六
○
～
三
七
五
？
）
は
精
神
・
神
経

機
能
を
「
血
液
・
粘
液
・
黒
胆
汁
・
黄
胆
汁
」
の
体
液
学
の
立
場

で
説
明
し
た
。
即
ち
「
血
液
を
介
し
て
脳
に
送
ら
れ
た
精
気
が
精

神
活
動
の
源
で
あ
る
」
と
説
く
。
こ
の
思
想
は
中
世
に
ま
で
色
濃

く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

弓
ｇ
昌
閉
言
筐
房
（
一
六
二
一
～
一
六
七
五
）
は
、
そ
の
客
観
的

で
再
現
性
に
す
ぐ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
法
で
神
経
解
剖
学
に
新
風
を

吹
き
込
ん
だ
先
達
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
れ
ま
で
の
歴
史
的

な
神
経
生
理
観
と
、
自
己
の
神
経
解
剖
学
の
最
新
の
知
見
と
を
如

何
に
融
合
さ
せ
、
脳
の
働
き
を
理
解
す
る
か
に
悪
戦
苦
闘
し
た
。

そ
の
解
釈
に
あ
た
り
、
彼
が
応
用
を
試
み
た
の
は
、
当
時
の
先
端

技
術
の
ひ
と
つ
で
あ
る
蒸
留
法
な
ど
、
中
世
の
錬
金
術
で
飛
躍
的

な
進
歩
を
遂
げ
た
技
法
・
理
論
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
彼
の
学
説

13

弓
言
日
尉
雪
筥
尉
の
○
閏
３
コ
醇
冒
８
日
の
に

見
る
中
枢
神
経
・
機
能
発
現
の
機
序

門

田

永
治

を
紹
介
す
る
。

出
典
は
弓
言
日
閉
尋
皀
尉
著
の
序
『
９
画
シ
目
８
日
の
弓
。
『
‐

烏
鴨
英
語
翻
訳
版
）
を
中
心
と
し
、
旨
乏
吋
ｇ
８
ｏ
冨
○
函
①
ご
ｑ
、

胃
著
の
閏
の
ｓ
ｑ
ｇ
ｚ
①
昌
○
さ
喝
等
を
参
考
と
し
た
。

ウ
イ
リ
ス
も
「
精
神
・
神
経
機
能
の
源
泉
は
大
気
中
の
精
気

（
め
目
己
で
あ
る
」
と
し
た
。
「
精
気
は
肺
か
ら
血
中
に
取
り
込
ま

れ
、
そ
こ
で
生
命
精
気
言
邑
の
目
邑
に
な
る
。
生
命
精
気
は
脳

に
送
ら
れ
、
脳
で
よ
り
精
織
な
聖
霊
精
気
（
目
目
巴
の
自
己
に
変

え
ら
れ
る
。
同
精
気
は
神
経
系
・
全
域
に
及
び
、
そ
の
生
理
活
性

を
発
揮
す
る
」
。
以
上
が
基
本
思
想
で
あ
り
、
ガ
レ
ノ
ス
ニ
ニ

九
？
～
一
九
九
）
ら
の
説
と
骨
格
は
共
通
し
て
い
る
。

ウ
イ
リ
ス
の
新
し
い
発
想
は
、
生
命
精
気
が
聖
霊
精
気
に
変
換

さ
れ
る
場
所
を
以
前
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
脳
室
で
は
な
く
、
大

脳
・
小
脳
の
脳
実
質
内
と
し
た
点
で
あ
る
。
脳
室
機
能
説
合
呂

８
の
日
ロ
①
）
と
の
決
別
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
レ
ノ
ス
学
派
で
は
暖

昧
に
さ
れ
て
い
た
生
命
精
気
か
ら
聖
霊
精
気
へ
の
変
換
の
機
序

を
、
蒸
留
の
概
念
で
解
明
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
頭
蓋
内
で
の
蒸
留
に
も
加
熱
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
熱
源
と

し
て
硬
膜
中
の
静
脈
洞
と
脳
室
内
の
脈
絡
叢
に
貯
蔵
さ
れ
た
血
液
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を
想
定
し
た
。
蒸
留
で
生
じ
た
蒸
気
成
分
を
冷
却
し
、
必
要
な
物

質
を
抽
出
す
る
細
管
が
脳
に
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
脳
血
管
で

あ
る
。
血
管
内
で
抽
出
さ
れ
た
聖
霊
精
気
は
血
管
壁
の
微
小
孔
を

介
し
て
脳
実
質
に
移
行
す
る
。
聖
霊
精
気
が
蒸
留
で
得
ら
れ
る
以

上
、
同
精
気
は
液
性
・
揮
発
性
の
も
の
で
あ
る
。
硬
膜
と
頭
蓋
は

精
気
の
揮
発
・
離
散
を
防
ぐ
為
の
重
要
な
構
造
と
考
え
ら
れ
た
。

蒸
留
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
溶
媒
か
ら
過

剰
な
水
分
や
澱
を
取
り
除
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ウ
イ
リ
ス
は

脳
血
管
に
濾
過
機
能
を
も
想
定
し
「
濾
し
出
さ
れ
た
不
要
物
は
脳

血
管
周
囲
の
腺
（
哩
目
号
匿
）
に
蓄
え
ら
れ
る
」
と
考
え
た
。

「
脳
は
腺
組
織
で
あ
り
、
精
気
の
活
動
で
生
じ
た
熱
を
冷
却
す
る

為
の
臓
器
で
あ
る
」
と
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
影
響
が
こ
こ
で
も

ガ
レ
ノ
ス
以
来
、
そ
の
生
理
機
能
に
論
議
の
絶
え
な
い
奇
網

角
①
用
目
国
昌
①
）
に
も
、
見
事
な
解
釈
を
与
え
て
や
っ
て
い
る
。

ウ
イ
リ
ス
に
よ
れ
ば
奇
網
は
ウ
シ
な
ど
の
「
下
等
」
動
物
に
の
み

存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
動
物
は
草
食
性
で
血
液
の
水
分
含
量
が
特

に
過
剰
で
あ
る
。
水
っ
ぽ
い
血
液
か
ら
聖
霊
精
気
を
有
効
に
抽
出

す
る
に
は
過
剰
水
分
を
強
力
な
濾
過
で
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
、

う
か
が
え
る
。

そ
れ
が
奇
網
の
役
割
で
あ
る
。
除
去
さ
れ
た
水
分
は
奇
網
に
埋
没

す
る
様
に
存
在
す
る
下
垂
体
か
ら
鼻
汁
と
し
て
副
鼻
腔
に
排
泄
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
、
ウ
イ
リ
ス
は
ヒ
ト
に
は
奇
網
は
存
在
し
な
い

と
言
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
「
ウ
シ
の
様
に
能
力
の

劣
っ
た
ヒ
ト
の
場
合
に
は
存
在
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
も
書

き
記
し
て
い
る
。

（
市
立
岸
和
田
市
民
病
院
病
理
）


